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ル群との聞に 1対 1対応がつくことを示す。次に，この非安定ピカール群は， Gのバーンサイド環の部
分環のピカール群であることと，マイヤー・ヴィートリス完全列を用いて，その位数を決定するO
表現のホモトピー型の分類や，ホモトピー表現のホモトピー型の分類は，変換群論における中心的研
究課題の一つで，斯界のトップクラスの人々のアタックしているものであるO 長崎君のこの業績は彼ら
にできなかった問題を解決したものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
??
